





































































































































































































































































































































































































































































t _ ____!!_ 
i- l -a1 
t _ azτ1 I -
2-1τ~I句 (II-3) 
直接労働が両部門で正であり，純生産可能条件（ 1 -a1 > 0）が満足されてい
れば，各商品の単位価値は必ず正となる。
他方，生産価格P1,Pzはつぎの体系で計算される。
P1 = (1 +r) (a1P1十wτ1)
















































(16) (I -13）の命題の証明は，たとえば置塩［’77］第 1章の数学註を参照。
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a1t1孟 azt2 、 P1孟 t1 ~ 'l"1 －一一一一一τl く τ2 ’ P2く tzく τ2
(II -13) 
すなわち「生産財部門の資本の有機的構成が消費財部門のそれよりも高（等し


















［ケー ス 2J 
次に生産財部門のみが完全にオートメーション化された場合はどうなるであ


















































































ある。直接労働部分を τId，監視・保守労働等の直接労働以外の部分を h で示
すことにすれば，価値決定方程式は
ti =a1t1 ＋τ1ct+'l'1a 







t _ azτ18 I _ 



















§ 2 タイプI ：マンデル／スズキ説
































































































































“We have therefore seen, proceeding from Ricardo’s analysis, that the origin 
of industrial profit does not stand in any‘special’relationship to the human 
labour used in production. Profit may equally well occur in other produc-
tion processes provided that they satisfy the quite definite conditions stated 
above.”（Dmitriev ［’73, p. 64]) 
“Reverting to Dmitriev’s way of generalizing the problem of surplus, one 
might say that if in the future mechanical automata were to be invented 
such that these could reproduce more of themselves than were needed for 
their own period replacement (plus such current repair and maintenance as 
they needed), there would come into existence an analogous productive 
system (if with a very different social significance). If these automata 
were in private ownership, whether by capitalists or by workers who ini-
tially made them, these would be analogous source of profit and enrichment 
(as Dmitriev remarked). The substantial point here is that what is crucial 
to the result, qua theory of distribution, is the relation of individuals or 
classes to the productive process and hence in a socio-economic sense to one 


























ソフト ハード 労働 ソフト ハード
ソフトウェア 1 1 L 5 
ハードウェア 3 5 。 8 
消 費 員オ 1 2 。
総 計 5 8 L 5 8 
この数値例で示される経済の生産価格方程式は以下のとおりである。
( Ps+ Ph) ( 1 + r)
(3Ps+5h) (1 +r) 
(Ps + 2ph) (1 +r) 
十wL=5Ps
+ 0 =8ph 














賃金率は， W 二 0.5と想定される。
L=l，すなわち，経済が完全にはオートメーション化されていない場合の価
格・利潤率を (IV-1）～(IV-3）式から求めると，
r=13.31%, Ps二 0. 226, Ph = 0 . 328 (IV-4) 
となる。
次に「L=O（完全オートメーション）」となった場合の価格・利潤率は







tc = ts+ 2th + 0 
この連立方程式を解くことによって，各商品の単位価値を得る。







































コンビュータ 労働 コンビュータ 金
コンピュータ 28 。 56 。
金生産部門 16 。 。 48 
小麦生産部門 12 。 。 。
ド立，公I) 計 56 。 56 48 
パックの数値例において生産価格方程式は，つぎのようになる。







(16Pc) (1 +r) +0=48 (IV-11) 
(12Pc) (1 +r) +0=8Pw (IV-12) 
ここで， Pc：コンビュータの単位価格， Pw：小麦の単位価格， r：利潤率であ
る。
(IV-10）～(IV-12）を解けば，














48ts = 16tc 
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